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る、(2) 情報リテラシーを身につける、(3) データ収集・分析力を身につける、(4) 論
理的思考力を身につける、(5) 文章作成力を身につける、(6) コミュニケーション力を






















勢が学生にできたことと、1 月 13 日の修正版提出を全員に義務付けたことで、多くの
学生が、教員からのフィードバックをもとにしっかりと修正を行ったことが考えられる。 

















教員と LA 間の連携と協同が鍵となった。例えば、教員と LA で担当する学生を決め、グ
ループに分かれたうえで、学生からの質問や支援の求めに応じたり、学生への積極的な
声かけを行ったりした。さらに、授業後に両者で各学生の状況を共有した。そうした教
員と LA 間の連携と協同が学生への丁寧な目配りや対応につながっていたと思われる。 
 日本語Ⅳ全体の今後の課題としては、日本語ⅠからⅢの内容を踏まえて日本語Ⅳでど
のような能力・スキルを身に付け、または伸ばすのかを整理することと、それを学生に
どのように意識させるかが挙げられる。また、授業設計上、授業内の活動や課題がすべ
て、小論文の完成という最終目標を達成するために不可欠なステップとなっていること
から、途中でつまずくと小論文の完成が難しくなる。学生が行き詰まって意欲を失うこ
とのないよう、学期を通して注意深く学生を観察し、適切なタイミングで必要なサポー
トを行うことができるような授業活動のあり方を引き続き検討していく必要がある。 
